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研
究
発
表
要
旨

聖
園
農
場
・
武
市
安
哉
の
思
想

と
北
海
道
開
拓
者
精
神
史
的
意
義

白
　
井
　
暢
　
明

　
聖
園
農
場
は
、
高
知
の
自
由
民
権
運
動
家
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
り
、
当
時
国
会
議
員
で
も
あ
っ
た
武
市
安
哉
に
率
い
ら
れ
、
北

見
の
北
光
社
と
同
様
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
く
理
想
主
義
的
農

村
共
同
体
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、
現
在
の
浦
臼
町
に
明
治
2
6
年
、

入
植
し
た
団
体
で
あ
る
。
他
の
岡
種
団
体
と
比
較
し
た
時
の
そ
の

固
有
の
特
色
と
開
拓
者
精
…
神
史
的
な
意
義
は
何
か
、
こ
れ
が
こ
こ

で
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
彼
の
周
辺
に
い
た
人
物
の
著
作
や
証
言
、
土
佐
の
自
由
民
権
運

動
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
『
高
知
薪
聞
』
や
『
土
曜
新
聞
臨
、
『
福
音

新
報
隔
な
ど
の
関
連
記
述
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
資
料
を
丹
念
に
収

集
、
構
成
し
て
書
き
上
げ
た
崎
山
信
義
氏
の
著
書
『
あ
る
自
由
民

権
運
動
者
の
生
涯
』
な
ど
の
資
料
か
ら
、
武
市
安
哉
が
北
海
道
開

拓
移
住
と
聖
園
農
場
の
創
立
を
思
い
立
っ
た
動
機
は
次
の
三
点
と

推
測
さ
れ
る
。
①
土
佐
国
特
有
の
土
地
の
狭
さ
か
ら
来
る
生
活
困

窮
か
ら
の
農
民
の
救
済
。
②
政
治
的
な
改
革
に
対
す
る
武
市
の
失

望
。
③
キ
リ
ス
ト
教
的
教
育
に
よ
る
人
間
改
革
の
理
想
。

　
国
会
議
員
生
活
の
中
で
彼
は
政
治
的
世
界
の
不
浄
さ
、
腐
敗
堕

落
と
自
分
の
理
想
と
の
乖
離
に
強
い
幻
滅
、
失
望
感
を
抱
い
た
。

こ
う
し
て
彼
が
選
ん
だ
道
は
人
間
の
内
面
か
ら
の
改
革
、
そ
の
た

め
の
キ
リ
ス
ト
教
的
教
育
で
あ
り
、
こ
れ
が
具
体
的
な
形
を
と
っ

た
の
が
、
萩
天
地
、
北
海
道
に
お
け
る
、
生
存
の
基
盤
と
し
て
の

土
地
と
労
働
の
上
に
築
か
れ
る
生
活
と
内
面
的
信
仰
が
一
体
と
な
っ

た
理
想
的
共
同
体
建
設
で
あ
っ
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
彼
が
民
衆

を
救
う
二
つ
の
道
、
つ
ま
り
政
治
的
手
法
と
宗
教
的
教
育
・
実
践

と
を
二
者
択
一
と
し
て
立
て
、
自
ら
の
道
と
し
て
明
確
に
前
者
を

捨
て
、
後
者
を
取
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
終
生
政
治
活
動
へ

の
執
着
を
捨
て
さ
れ
な
か
っ
た
坂
本
直
寛
ら
と
の
決
定
的
な
違
い

が
あ
る
。

　
こ
の
聖
園
農
場
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
倫
理
の
浸
透
と
武
市
の
宗
教
的
感
化
力
の
強
さ
、

即
ち
カ
リ
ス
マ
性
で
あ
る
。
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一
．
い
か
に
多
忙
の
時
に
も
、
日
曜
日
に
は
業
を
休
ん
で
礼
拝
に

出
席
す
る
こ
と
。

二
。
農
場
内
に
お
い
て
、
何
人
も
酒
類
の
売
買
を
せ
ぬ
こ
と
、
ま

た
何
入
も
飲
酒
す
ま
じ
き
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
誓
約
は
こ
の
集

団
の
唯
　
の
律
法
で
あ
っ
た
。
第
二
の
特
色
は
、
武
市
の
教
育
へ

の
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
で
あ
る
。
彼
の
指
示
で
真
っ
先
に
学
校
が
建

築
さ
れ
、
こ
こ
は
教
育
と
宗
教
の
拠
点
に
な
っ
た
。
ま
た
、
留
岡

幸
助
の
発
起
に
よ
る
「
冬
季
学
校
」
に
聖
園
か
ら
積
極
的
に
青
年

を
送
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
更
に
、
東
北
学
院
院
長
押
川
方
義
と

の
協
力
で
聖
園
に
「
開
拓
労
働
学
校
」
を
作
る
計
画
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
注
闘
さ
れ
る
。
第
三
に
、
こ
の
聖
園
か
ら
多
数
の
者
が

様
々
な
形
で
新
天
地
へ
転
出
し
て
行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

（
脱
出
の
エ
ー
ト
ス
）
。
聖
園
の
幹
部
で
あ
っ
た
前
田
駒
次
が
北
見
・

北
光
社
へ
、
そ
し
て
野
ロ
芳
太
郎
が
北
光
社
を
経
由
し
て
3
0
年
に

遠
軽
の
学
田
農
場
へ
指
導
者
と
し
て
転
出
し
て
い
っ
た
の
を
は
じ

め
、
3
4
年
以
降
、
士
別
、
名
寄
、
美
深
へ
、
更
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
内
外
の
新
天
地
へ
の
転
出
、
農
業
、
宗
教
両
面
で
の
活
躍
、
成

功
が
顕
著
で
あ
る
。

　
武
市
の
「
開
拓
労
働
学
校
」
構
想
と
の
強
い
関
連
性
を
推
測
さ

せ
る
の
は
、
聖
園
か
ら
野
口
芳
太
郎
が
転
出
し
た
「
遠
軽
・
学
田

農
場
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
押
川
方
義
と
そ
の
弟
子
、
信
太
寿
之

ら
に
よ
っ
て
企
画
・
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
北
辺
の
防
備
と
拓
殖

の
見
地
か
ら
、
将
来
を
担
う
有
為
な
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
キ

リ
ス
ト
教
主
義
の
私
立
大
学
を
、
未
開
地
の
開
拓
か
ら
生
ず
る
利

益
を
も
っ
て
設
立
す
る
と
い
う
の
が
趣
旨
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
田

農
場
に
関
し
て
、
従
来
の
諸
研
究
が
参
照
し
て
い
な
い
資
料
で
あ

る
『
片
岡
健
吉
日
記
隔
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
当
時
の
高
知
及
び
東

京
で
の
関
係
者
た
ち
の
交
流
状
況
、
そ
し
て
『
土
曜
新
欄
』
、
『
福

音
新
報
』
な
ど
に
散
在
す
る
関
連
記
事
な
ど
か
ら
次
の
よ
う
な
仮

説
が
成
立
し
得
る
。
即
ち
、
こ
の
構
想
は
、
武
市
と
押
川
の
問
で

企
画
さ
れ
て
い
た
「
開
拓
労
働
学
校
」
の
構
想
が
武
市
の
急
死
の

直
後
に
、
そ
の
い
わ
ば
代
替
案
と
し
て
、
武
市
の
遺
志
を
引
き
継

ぐ
形
で
生
ま
れ
た
こ
と
、
更
に
、
北
見
・
北
光
社
の
構
…
想
も
こ
の

学
田
構
想
に
触
発
さ
れ
た
高
知
側
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
生
ま

れ
、
土
地
の
選
定
や
実
施
計
画
も
こ
の
両
者
が
並
行
し
て
、
し
か

も
交
互
に
関
連
し
あ
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
同
時
に
、
浦
臼
・
聖
園
農
場
、
遠
軽
・
学
田
農
場
、
北
見
・

北
光
社
の
キ
リ
ス
ト
教
的
開
拓
移
住
は
相
互
に
密
接
に
関
連
し
て
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い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
中
心
に
位
置
し
、
学
田
農
場
や
北
光
社

を
生
み
出
し
た
も
の
こ
そ
武
市
安
哉
の
理
念
と
実
践
で
あ
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

研
究
発
表
要
旨

神
話
と
物
語
　
　
ハ
ン
ス
・
W
・

フ
ラ
イ
の
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
批
判

石
　
川
　
智
　
子

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
覗
イ
エ
ス
伝
』
（
一
八
三
五
年
初
版
）
は
、
近

代
以
降
の
学
問
的
な
聖
書
研
究
の
端
緒
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要

な
著
作
で
あ
り
、
こ
の
著
作
で
展
開
さ
れ
た
福
音
書
の
「
神
話
的

解
釈
」
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
精
緻
化
さ
れ
て
い
く
方
法

論
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
『
イ
エ
ス
伝
』

で
福
音
書
批
判
を
す
る
に
先
立
っ
て
、
ホ
メ
ロ
ス
の
作
品
に
対
す

る
ギ
リ
シ
ア
人
の
解
釈
か
ら
同
時
代
ま
で
の
聖
書
解
釈
の
歴
史
を

た
ど
っ
た
上
で
、
自
ら
が
依
拠
し
て
い
る
神
話
的
解
釈
の
立
場
を

明
ら
か
に
し
、
こ
の
立
場
か
ら
福
音
書
全
体
を
検
証
す
る
と
宣
言

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
「
神
話
」
概
念

は
そ
も
そ
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
エ
ラ
ー
で
あ
る
、
と
批
判
す
る
の
が

ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
（
　
九
四
二
～
一
九
八
七
年
）
で
あ
る
。

　
フ
ラ
イ
は
主
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
物
語
神
学
」
の
旗
手
と
し

て
活
躍
し
た
神
学
者
で
あ
る
が
、
『
聖
書
物
語
の
蝕
隔
（
一
九
七
四

年
）
の
な
か
で
聖
書
の
歴
史
的
批
判
的
研
究
に
対
す
る
批
判
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
イ
は
1
8
世
紀
か
ら
1
9
世
紀
の
初
期
に
か
け

て
聖
書
解
釈
に
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
た
と
見
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
変
化
が
生
じ
る
前
の
聖
書
の
読
み
方
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
的
」
、

す
な
わ
ち
「
字
義
的
か
つ
歴
史
的
」
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
理
神
論
か
ら
出
発
し
た
聖
書
批
判
と
歴
史
的
批
判
が
、
そ

れ
ま
で
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
た
二
つ
の
要
素
、
す
な
わ

ち
聖
書
の
物
語
の
字
義
的
な
意
味
と
実
際
の
出
来
事
へ
の
指
示
を

引
き
離
し
始
め
た
。
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
と
物
語
の
意
味
が

物
語
形
態
と
分
離
で
き
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
ま
た
安
来
事
が
実

際
に
起
こ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
聖
書
の
物
語
の
意
味
を

取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
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